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要
旨

本
法
律
案
は
、
有
明
海
及
び
八
代
海
が
、
国
民
に
と
っ
て
貴
重
な
自
然
環
境
及
び
水
産
資
源
の
宝
庫
と
し
て
、
そ
の
恵
沢
を

国
民
が
ひ
と
し
く
享
受
し
、
後
代
の
国
民
に
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
民
的
資
産
で
あ
る
有
明
海
及
び

八
代
海
を
豊
か
な
海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
特
別
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
、
主
務
大
臣
（
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
）
は
、

有
明
海
及
び
八
代
海
の
海
域
の
特
性
に
応
じ
た
当
該
海
域
の
環
境
の
保
全
及
び
改
善
並
び
に
当
該
海
域
に
お
け
る
水
産
資
源

の
回
復
等
に
よ
る
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
有
明
海
及
び
八
代
海
の
再
生
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
関
係
県
（
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
及
び
鹿
児
島
県
）
は
、
基

本
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
県
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

二

主
務
大
臣
等

主
務
大
臣

関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
関
係
県
の
知
事

は

そ
れ
ぞ
れ
の
県
計
画
の
調
和
を
図
り
つ
つ

、

（

、

）

、

、
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そ
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
、
促
進
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
県
計
画
に
基
づ
い
て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
関
係
県
が
国
か
ら
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
行
う
一
定
の
漁
港
漁
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
率
の
特
例
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
県
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
関
連
し
て
地
方
債
に
つ
い
て
の
配
慮
、
資
金
の
確
保
、
下
水
道
の
整
備
、
漂
流
物
の
除
去
、
河

川
の
流
況
の
調
整
、
森
林
の
保
全
及
び
整
備
、
水
産
動
物
の
種
苗
の
放
流
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
酸
処
理
剤
の
適

正
な
使
用
、
自
然
災
害
の
発
生
の
防
止
、
赤
潮
等
に
よ
る
漁
業
被
害
等
に
係
る
支
援
及
び
漁
業
被
害
者
の
救
済
、
知
識
の
普

及
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
国
及
び
関
係
県
は
、
総
合
的
な
調
査
研
究
の
体
制
を
整
備
し
て
、
有
明
海
及
び
八
代
海
の
海
域
の
環
境
の
保
全
及
び
改
善

並
び
に
当
該
海
域
に
お
け
る
水
産
資
源
の
回
復
等
に
よ
る
漁
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
当
該
海
域
に
流
入
す
る
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
に
資
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
七
の
見
直
し
に
関
し
、
環
境
省
に
「
有
明
海
・
八
代
海
総
合
調
査
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
、
有
明
海
及
び
八
代
海
の
再

生
に
係
る
評
価
を
行
い
、
主
務
大
臣
等
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
法
施
行
後
五
年
以
内
に
、
法
施
行
の
状
況
及
び
総
合
的
な
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。


